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市報からつ

さようなら
憩いの広場

　市役所本庁舎の南側にある憩いの広場は、昭和39年 
10月の完成以来、多くの市民に親しまれてきましたが、新
庁舎建設にともない、解体が決まっています。
　1月13日には憩いの広場の閉園式が市役所で行われ、
参加した多くの市民や関係者は、長年親しんできた憩い
の広場での思い出を懐かしく振り返りました。
　新庁舎完成後は、新たな広場に生まれ変わる予定です。

●唐津市ホームページ  http://www.city.karatsu.lg.jp

●男  58,244人（-72人）
●女  65,531人（-62人）
●世帯数  50,534世帯（-36世帯）

人口 （１月１日現在）

123,775人 （前月比－134人）
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昭和37年：憩いの広場着工前
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昭和39年10月：完成したばかりの憩いの広場



感謝を胸に、夢や希望へ第一歩

二十歳の門出
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産声をあげた平成９年度は…
　消費税が３％から５％に増税された年です。「もの
のけ姫」が劇場公開。さらには、サッカー日本代表がア
ジア第３代表決定戦に勝利し、Ｗ杯（フランス大会）へ
初出場を決めました。また、長野で冬季オリンピック・
パラリンピックが開催され、多くの日本人選手が活躍
しました。

新成人の
抱負

問い合わせ
生涯学習文化財課（☎７２−９１５９）

　これまで育て
てくれた母をは
じめ、たくさんの
人に恵まれて無
事に成人を迎え
ることができま
した。また、一緒
に成人を迎えた
友人たちの存在
にはとても感謝
しています。これ

からも、感謝を忘れずに責任と自覚を持
ち、立派な社会人になるためにもっと成
長したいと思います。

唐津　保
ほ

利
り

 美
み

月
づ き

 さん

　節目である20歳
を迎え、家族、友
人、先生方、地域の
方々など、本当に
たくさんの人との
つながりとご縁に
よって、今の自分
があることを痛感
しています。私は
現在、美容師の国
家資格取得に日々

励んでいます。将来は自分の経験を活か
し、美容師として少しでも多くの方々に恩
返しができれば、幸いだと考えています。

相知　辻
つ じ

 空
た か

志
ゆ き

 さん

　まだ大人になっ
たという実感はあ
りませんが、20
年間を振り返って
みると自分のこと
だけを考えて行動
してきたように思
います。これから
は、成人を機に自
分のことだけでな
く、人のことにも

気を遣うことのできる落ち着きのある大
人の女性を目指して頑張りたいです。

鎮西　坂
さ か

本
も と

 梓
し

帆
ほ

 さん

　今こうして無事
に成人を迎えるこ
とができたのも、
家族や友人など多
くの方々の支えが
あったからこそだ
と感謝の気持ちで
いっぱいです。社
会人としての自覚
を持ち、感謝を忘
れず、少しずつで

も恩返しができるように、自分の夢に向
かって一生懸命努力していきたいと思い
ます。

浜玉　中
な か

村
む ら

 千
ち

紘
ひ ろ

 さん

　成人式を迎える
にあたり、これま
で私を支えてくれ
た家族や友人、先
生方に感謝の気持
ちでいっぱいで
す。まだまだ未熟
者ですが、これか
らは一成人として
これまで以上に勉
学に励み、将来は

社会人としての責務を果たせるよう努力
していく所存です。

北波多　塚
つ か

本
も と

 哲
さ と

史
し

 さん

　成人式を迎え、
社会人としての第
一歩を踏み出しま
した。現在、自分
の夢を叶えるため
に大学で勉学に励
み、充実した日々
を送っています。
今の自分があるの
は、両親をはじめ
これまで私の成

長を見守ってくださった方々のおかげで
す。感謝を忘れず恩返しができるよう精
進します。

呼子　大
お お

薗
ぞ の

 季
き

代
よ

華
か

 さん

　この20年間、私
はさまざまな人に
出会い、多くの経
験を重ねてきま
した。辛いことが
あっても支えてく
れた家族、友人に
感謝の気持ちで
いっぱいです。こ
の感謝の気持ちを
忘れずに、これか

らは自分が支える側の立場として信頼さ
れ、周囲から頼りにされる大人になれる
よう頑張っていきます。

厳木　中
な か

島
し ま

 弘
ひ ろ

人
と

 さん

　「見よ、続け、
追いこせ！」これ
は、母校の校訓で
すが、時代を拓い
た林

はやし
毅
き
陸
ろく
、東京

女子医大創設者の
吉岡夫妻らに倣え
というメッセージ
が込められていま
す。先人たちの志
に触れながら、伸

びやかに育ててくれた故郷に感謝し、こ
れからも夢の実現に向け頑張ります。

肥前　田
た

崎
さ き

 藍
ら ん

奈
な

 さん

　無事に成人式を
迎えることができ
たのは、両親をは
じめ一緒に支え
あった友人や先生
方、周りの人たち
のおかげです。こ
れから立派な社会
人になるために、
感謝の気持ちを忘
れず、お世話に

なった人たちに恩返しができるよう精一
杯努力していきたいと思います。

七山　藤
ふ じ

瀬
せ

 達
た つ

也
や

 さん
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　長年にわたり政治、経済、文化、社会などの分野で市の発展に貢献された皆さんを、唐津市政功労者として
表彰しました。

第14回唐津市政功労者表彰

【基本料金月額】

【従量料金（超過料金）】
使用水量 改定後 改定前

１㎥あたり 270円 221円

メーター口径 改定後
（４月から）

改定前
（３月まで）

  13㎜（ ５㎥まで） 1,105円 907円
  13㎜（10㎥まで） 1,594円 1,306円
  20㎜（ ５㎥まで） 1,936円 1,587円
  20㎜（10㎥まで） 2,582円 2,116円
  25㎜ 2,529円 2,073円
  30㎜ 3,925円 3,218円
  40㎜ 7,707円 6,318円
  50㎜ 12,253円 10,044円
  75㎜ 31,740円 26,017円
100㎜ 54,232円 44,452円
150㎜ 115,764円 94,888円
200㎜ 181,775円 148,996円

水
道
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

　

水
道
料
金
を
４
月
１
日
使
用

分
（
６
月
請
求
分
）
か
ら
左
の
表

の
と
お
り
改
定
し
ま
すﾟ

　

水
道
事
業
で
は
、安
全
で
良
質

な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
日
々

努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
必
要
な
施
設
や

管
路
の
更
新
及
び
維
持
管
理
に

か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
水
道

使
用
者
の
皆
さ
ま
に
使
用
水
量

に
応
じ
、水
道
料
金
と
し
て
負
担

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
すﾟ

　
水
道
料
金
は
、水
道
事
業
の
健

全
な
運
営
を
目
指
し
、一
定
の
財

政
期
間
を
定
め
て
計
画
的
に
見

直
し
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
すﾟ

　
今
回
、水
道
管
な
ど
水
道
施
設

の
大
規
模
な
更
新
時
期
を
迎
え
、

そ
の
費
用
を
補
う
た
め
に
水
道

料
金
の
値
上
げ
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
すﾟ

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
水
道
管
理
課

（
☎
７
２
︱
９
２
４
７
）

問 総務課（☎７２−９１１３）

後列左から：稲
いな

葉
ば

 継
つぎ

雄
お

教育長、消防 立
たて

石
いし

 誠
せい

一
いち

さん(相知町相知)、農林水産 坂
さか

口
ぐち

 登
のぼる

さん(浦)、
　　　　　　保健衛生 故 吉

よし
田
だ

 哲
さとし

さん(西城内)、保健衛生  前
まえ

谷
たに

 逸
いつ

生
お

さん（呼子町呼子）、
　　　　　　保健衛生 故 上

うえ
原
はら

 秀
ひで

樹
き

さん(西城内)、保健衛生 田
た

村
むら

 直
なお

樹
き

さん（南城内）、
　　　　　　柴

しば
田
た

 哲
あきら

副市長、日
くさ

下
か

 義
よし

信
のぶ

ボートレース企業局長

前列左から：地方自治 楢
なら

﨑
ざき

 三
み

千
ち

夫
お

さん(浜玉町五反田)、保護司 熊
くま

谷
がえ

 久
ひさ

志
し

さん(相知町相知)、
　　　　　　環境保全 田

た
中
なか

 明
あきら

さん(福岡県筑紫野市)、文化 川
かわ

上
かみ

 文
ふみ

伴
とも

さん(浜玉町浜崎)、峰
みね

 達
たつ

郎
ろう

市長、
　　　　　　田

た
中
なか

 秀
ひで

和
かず

議長、文化 山
やま

田
だ

 洋
ひろし

さん(神田)、交通安全 石
いし

﨑
ざき

 義
よし

一
かず

さん(宇木)、
　　　　　　保健衛生 山

やま
﨑
さき

 博
ひろし

さん(北波多徳須恵)、保健衛生 井
いの

上
うえ

 猛
たけ

雄
お

さん(東町)
欠席：保健衛生 坂

さか
本
もと

 亘
かん

司
じ

さん（西城内）
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いつまでも健康で楽しく
暮らしていくために
〜介護を予防して健康寿命をのばしましょう！〜

　現在、唐津市の高齢化率は約30パーセントで、
約３人に１人が65歳以上の高齢者となっていま
す。2025年には、団塊の世代の人たちが75歳以上
となり、病気やけが、筋力の低下などで介護を必
要とする人が急激に増加する可能性があります。
　高齢者が住み慣れた地域でずっと生活していく
ためには、地域全体で高齢者を支え、高齢者自身
も先を見据えて「自分ごと」として介護予防に取
り組むことが大切です。健康を維持しながら元気
に過ごすために、自分に合った介護予防法を見つ
けて、健康寿命をのばしましょう。

問 地域包括支援課（☎７２ー９１９１）▲浜玉町横田下の山
やま
附
つき
公民館で活動している自主サークル

　「元気教室」の皆さん。活動の模様は7ページで紹介しています。

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
は

健
康
寿
命
が
重
要
で
す

　

健
康
寿
命
と
は
、
健
康
的
に
日
常
生
活

を
送
り
、
自
立
し
て
過
ご
せ
る
期
間
の
こ

と
で
す
。現
在
、平
均
寿
命
は
男
性
約
79
歳
、

女
性
約
86
歳
で
、
健
康
寿
命
は
男
性
約
70

歳
、
女
性
約
73
歳
と
な
っ
て
い
ま
す(

注)

。

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
間
に
は
、
男
性

で
約
９
年
、
女
性
で
約
13
年
の
差
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
差
の
期
間
が
、
日
常
生
活
に

何
ら
か
の
手
助
け
が
必
要
な
期
間
に
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
取
り
組
み
、
健
康
寿
命
を

の
ば
す
こ
と
で
、
地
域
で
自
分
ら
し
く
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
早
め
に
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
注
：�

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
は
平
成
22
年
の
全

国
平
均(

健
康
日
本
21(

第
二
次)

の
推
進

に
関
す
る
参
考
資
料
よ
り)

日
々
の
生
活
の
な
か
で

介
護
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
は
、
転
倒
・

骨
折
や
脳
血
管
疾
患
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
、

関
節
疾
患
、
認
知
症
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
加
齢
や
生
活
習
慣
の
乱

れ
が
原
因
で
、
身
体
機
能
が
低
下
す
る

と
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
足
腰
を

鍛
え
る
運
動
や
食
事
・
口
腔
ケ
ア
な
ど
、

日
々
の
生
活
の
な
か
で
介
護
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

▲�市内に住む65歳以上のうち介護・介助が必要になった人の
原因(第６期唐津市介護保険事業計画より)

介護・介助が必要になった原因（複数回答）
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～ますます元気づくり教室のようす～

介
護
予
防
の
き
っ
か
け
に

―
ま
す
ま
す
元
気
づ
く
り
教
室
―

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
自
分
ら
し
く
生

活
す
る
た
め
に
は
、
元
気
な
と
き
か
ら
介

護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
つ

ま
で
も
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
運
動
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
「
ま
す
ま
す

元
気
づ
く
り
教
室
」
を
平
成
19
年
か
ら
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
教
室
は
、
平

成
29
年
５
月
か
ら
市
内
12
か
所
で
行
っ
て

い
て
、
こ
れ
ま
で
２
４
７
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

教
室
は
週
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
全
16
回

行
わ
れ
ま
す
。
参
加
す
る
前
に
は
、
地
域

包
括
支
援
課
内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
心
身
機
能
の
確
認
を
行
い
、
参
加

で
き
る
か
ど
う
か
判
断
し
ま
す
。
参
加
者

は
、
１
回
目
の
講
座
と
、
全
講
座
が
終
わ
っ

た
あ
と
に
体
力
測
定
を
行
い
、
教
室
で
学

ん
だ
こ
と
の
効
果
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
教
室
で
学
ぶ
運
動
は
、自
宅
で
も
気
軽
に

取
り
組
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、運
動
だ
け
で
な
く
、食
事
や
口
腔
に
関

す
る
講
話
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
課
（
☎

７
２
―
９
１
９
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
近
く
で

体
操
指
導
な
ど
も
行
い
ま
す

　

市
の
職
員
が
、
地
域
の
サ
ロ
ン
や
老
人

会
な
ど
、
皆
さ
ん
の
お
近
く
に
出
向
い
て
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
こ
れ
か
ら
も
元
気
に

過
ご
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
介
護
予
防

の
話
を
し
た
り
、
体
操
指
導
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
課
（
☎

７
２
―
９
１
９
１
）
に
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
主
サ
ー
ク
ル
が

市
内
各
地
で
活
動
し
て
い
ま
す

　

ま
た
「
ま
す
ま
す
元
気
づ
く
り
教
室
」

を
き
っ
か
け
に
、
教
室
が
終
わ
っ
て
か
ら

も
継
続
し
て
仲
間
と
運
動
を
続
け
て
い
こ

う
と
、
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
て
、
自
主

的
に
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ク
ル
は
市
内
に

７
つ
あ
り
、
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
サ
ー
ク
ル
で
は
、
市
を
通
じ
て
一
定

期
間
、
専
門
家
か
ら
運
動
指
導
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
参
加
者
同
士
の
交
流
の
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
養
母
田

鬼
塚
の
鬼
塚
区
公
民
館
と
浜
玉
町
横
田
下

の
山や

ま

附つ
き

公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
２
つ
の

サ
ー
ク
ル
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

写真③④
歯科医師・歯科
衛生士によるお
口の健康につい
ての講話や、栄
養士による高齢
者の食生活や生
活習慣病につい
ての講話を行い
ます。

写真①②
ストレッチや
椅子に座って
できるトレー
ニング、筋力・
バランス能力・
柔軟性を高め
るトレーニン
グを行います。

② ①

③④
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私
た
ち「
ま
す
ま
す
元
気
教
室
鬼
塚
」は
、毎

週
水
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
１
時
間
、養
母
田

鬼
塚
地
区
の
鬼
塚
区
公
民
館
で
活
動
し
て
い

ま
す
。鬼
塚
小
学
校
の
校
区
内
か
ら
、毎
回
12

～
13
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。参
加
し
て
い
る

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、サ
ー
ク
ル
活
動
が
楽
し

み
で
自
転
車
で
20
分
か
け
て
来
て
い
る
人
も

い
る
ん
で
す
よ
。メ
ン
バ
ー
は
65
歳
以
上
の
人

が
ほ
と
ん
ど
で
、最
高
齢
は
88
歳
で
す
。

　
私
た
ち
は
「
健
康
づ
く
り
」、特
に
「
ロ
コ
モ

(
注)

」
を
意
識
し
て
、平
成
29
年
６
月
か
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。最
初
の
３
か
月
は
毎
週
、現

在
は
月
に
１
回
、市
を
通
じ
て
派
遣
さ
れ
る
体

操
指
導
の
先
生
に
教
わ
り
な
が
ら
運
動
し
て

い
ま
す
。運
動
は
椅
子
に
座
り
な
が
ら
で
き
る

簡
単
な
も
の
が
多
い
の
で
、自
宅
で
も
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
実
践
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

年
を
重
ね
る
と
、だ
ん
だ
ん
外
出
が
お
っ

く
う
に
な
っ
て
く
る
人
が
多
い
で
す
が
、こ

の
サ
ー
ク
ル
が
家
か
ら
出
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
週
に
１
回
、

サ
ー
ク
ル
で
の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い
て

「
体
を
動
か
す
こ
と
で
気
分
が
明
る
く
な
っ

た
」「
今
が
一
番
楽
し
い
」
と
い
う
声
が
出
て

い
ま
す
。体
調
が
よ
く
な
っ
た
と
い
う
人
も
い

る
ん
で
す
よ
。

　
今
後
は
、お
花
見
や
お
茶
会
な
ど
を
定
期
的

に
開
き
な
が
ら
、皆
で
楽
し
く
続
け
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

(

注)

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
：
立
つ・
歩
く
な
ど

の
機
能
が
低
下
し
た
状
態
。進
行
す
る
と
介
護
が
必
要
に

な
る
可
能
性
が
高
い
。

　
私
た
ち「
元
気
教
室
」は
、平
成
29
年
６
月
に

立
ち
上
げ
て
以
降
、毎
週
木
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
１
時
間
30
分
、浜
玉
町
横
田
下
の
山や

ま

附つ
き

公

民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
現
在

14
人
で
、浜
崎
地
区
や
横
田
下
地
区
、平
原
地
区

か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、夫

婦
参
加
が
２
組
い
て
、最
高
齢
は
81
歳
で
す
。

　
サ
ー
ク
ル
で
は
、運
動
だ
け
で
な
く
「
頭
の

体
操
」
も
行
う
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。例
え

ば
、メ
ン
バ
ー
で
円
に
な
り
、歩
き
な
が
ら
引

き
算
を
し
た
り
、し
り
と
り
を
し
た
り
し
て
、

体
を
動
か
し
な
が
ら
頭
も
使
う
運
動
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。ほ
か
に
も
、大
き
な
声
で
笑

い
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
り
、メ
ン
バ
ー

が
持
ち
寄
っ
た
替
え
歌
を
歌
っ
た
り
と
、交
流

を
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
毎
週
楽
し
み
に
参
加
し
て
い

て
「
歩
く
時
の
痛
み
が
少
な
く
な
っ
た
」「
姿

勢
が
よ
く
な
っ
た
」と
い
う
嬉
し
い
声
も
あ
り

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
皆
で
楽
し
く
、笑
い
な
が

ら
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

自
主
サ
ー
ク
ル

ま
す
ま
す
元
気
教
室
鬼
塚

「
楽
し
く
無
理
な
く
」

保
ほ

利
り

  さとみ さん
ますます元気教室鬼塚リーダー

アットホームな雰囲気のなか
楽しく活動しています！

いつも笑い声が溢
あふ

れていて
とても楽しいですよ！

宮
みや

崎
ざき

  正
まさ

治
はる

 さん
元気教室リーダー

自
主
サ
ー
ク
ル

元
気
教
室

「
体
だ
け
で
は
な
く
頭
も
元
気
に
」

お座敷小唄の替え歌
ぼけない小唄(抜粋)

風邪も引かずに転ばずに
笑い忘れずよくしゃべり
頭と足腰使うひと
元気あるひとボケません

ボケます小唄(抜粋)
お酒も旅行も嫌いです
唄も踊りも大嫌い
お金とストレスためるひと
人の二倍もボケますよ

▲メンバーが持ち寄った替え歌の一部
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特　集



厳木
箞
うつぼ

木
ぎ

小学校でそば打ち教室開催
七山
できたてのモチをいただきます

唐津　
セ・リーグ首位打者！宮

み や

﨑
ざ き

敏
と し

郎
ろ う

選手が充実の一年を市長に報告

　箞木小学校３年生の児童たちが、自分たちで
栽培して収穫したそば粉を使い、広瀬ソバ部会
の皆さんを講師に迎え、そば打ち教室が開催さ
れました。
　これは、うつぼぎ小農業体験応援隊が行う「箞
木小校区の農業と食育体験事業」の一環で、日
頃農業とは関わりの少ない子どもたちが、農家
の人たちとそばの種まきや収穫などの体験交流
を行い、そばの栽培を通じて農業に親しむこと
を目的としています。
　この日、児童たちは一緒に参加した保護者た
ちと真剣な表情でそば打ちに挑戦し、できあ
がったそばの試食会では笑顔で手作りそばを味
わいました。� （12月13日）

　鳴神の庄で、鳴神の庄出荷者協議会主催の
「チャリティーモチつき大会」が行われ、募金を
してくれた人にモチが振る舞われました。
　出荷者協議会の皆さんがリズムよくモチをつ
き、その場ですばやく丸モチにしたあと、100円
以上募金をしてくれた人に、できたてのモチを、
きなこやあんこ、すり大根を付けて振る舞いま
した。
　モチがつきあがる頃には行列ができ、モチを
もらった人たちは、できたての温かいモチをお
いしそうに食べていました。
　当日集まった募金は、唐津市社会福祉協議会
などに寄付されました。� （12月３日）

　プロ野球横浜DeNAベイスターズの宮﨑敏郎選手が多くの市民や
職員が出迎えるなか市役所を訪れ、市長に活躍の報告をするととも
に今後のさらなる飛躍を誓いました。
　宮﨑選手は見借出身で、小学６年生から野球を始め、厳木高校で
はエースで４番として活躍し、大学と社会人野球を経て平成24年に
横浜DeNAベイスターズからドラフト６位指名を受けました。プロ
５年目の昨年は打率３割２分３厘をマークしてセ・リーグ首位打者
を獲得し、ベストナインにも選ばれました。
　宮㟢選手は昨年８月の広島戦で、プロ野球史上初の３者連続ホー
ムランによるサヨナラ勝ちで最後のホームランを放ちました。その
ときの心境を「筒

つつ

香
ごう

選手とロペス選手が打ったあとで、球場が異様
な雰囲気だった。慎重になりすぎたらダメだと思って吹っ切れた状
態で打席に入りました」と振り返りました。� （12月27日）
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11
月
27
日
か
ら
29
日
の
３
日
間
、浜
玉
中
学
校
で
２
年
生
を
対
象
に
子
育
て
サ

ロ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
サ
ロ
ン
は
、中
学
生
と
地
域
の
乳
幼
児
親
子
が

触
れ
合
い
、中
学
生
に
命
の
大
切
さ
や
家
族・
地
域
に
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
て

ほ
し
い
と
、唐
津
市
子
育
て
支
援
情
報
セ
ン
タ
ー

主
催
で
市
内
の
各
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

浜
玉
中
学
校
で
は
初
め
て
の
開
催
で
し
た
。

　
中
学
生
と
乳
幼
児
親
子
は
輪
に
な
っ
て
座
り
、

自
己
紹
介
し
た
あ
と
、
手
遊
び
な
ど
を
し
ま
し

た
。
最
初
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
生
徒
た
ち
も
だ

ん
だ
ん
打
ち
解
け
て
き
て
、
皆
笑
顔
で
遊
ん
で

い
ま
し
た
。

　

同
時
に
「
妊
娠
中
の
母
親
体
験
」
と
い
う
こ

と
で
、
生
徒
た
ち
は
妊
婦
体
験
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
け
、
立
っ
た
り
寝
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
感

想
を
聞
く
と
「
重
た
い
～
」
と
の
こ
と
。
元
気

で
力
が
あ
る
中
学
生
は
、
身
軽
に
動
け
る
の
で

す
が
「
実
際
に
は
砂
袋
で
は
な
く
赤
ち
ゃ
ん
が

入
っ
て
い
る
の
で
、
お
腹
を
大
切
に
動
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
、
地
域
の
人
か
ら
教
え
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
質
問
タ
イ
ム
の
時
に

「
家
族
に
愛
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
」
と
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
「
あ
り
ま
す
」

と
何
人
も
の
生
徒
が
答
え
た
こ
と
で
す
。
家
族

に
感
謝
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。
妊
婦
体
験
で
は
母
親
の
大
変
さ
が
よ

く
わ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
何

よ
り
、
サ
ロ
ン
で
の
中
学
生
の
笑
顔
が
最
高
で
し
た
。「
そ
の
笑
顔
を
ご
両
親
に

見
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
地
域
の
人
か
ら
の
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

（
取
材
地
：
浜
玉
町
浜
玉
中
学
校
）

浜
玉
中
学
校
子
育
て
サ
ロ
ン

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
　
吉
村
　
悦
子

相知
ホークス選手による少年野球教室

肥前
30年の時を経て「過去からの光の贈り物」

　相知町の天徳の丘
運動公園で福岡ソフ
トバンクホークスの
選手とコーチによる
野球教室が開催され
ました。
　この教室は、相知
町の資源物回収会社
㈱E

エ コ
co.ラインが地域

貢献のため毎年開催
しているもので、今

年は最優秀中継ぎ投手に選ばれた岩
いわ

嵜
さき

翔
しょう

投手な
ど5人が基本指導を行いました。
　教室には、地元の少年野球チームや中学校の
野球部から約120人が参加し、投球、守備、バッ
ティングに分かれて練習を行いました。
　投球練習では、岩嵜投手が「下半身をしっか
り使って投げてみて」など一人一人に投球フォー
ムの指導を行うなどし、参加した少年たちはプ
ロのアドバイスに真剣な表情で聞き入っていま
した。� （12月９日）

　12月21日から１月24日まで、肥前市民セン
ター前のシンボルロードに、30年前と現在をつ
なぐ「過去からの光の贈り物」として、約７千
個のイルミネーションがともされました。
　これは、1987年(昭和62年)12月に旧肥前町
の町制施行30周年記念事業で作られたタイムカ
プセルを、30年の時を経て開封することになり、
設置されたものです。
　点灯式には約70人が参加し、点灯と同時に多
くの歓声が上がり、記念撮影をするなど、たく
さんの笑顔が溢

あふ

れていました。イルミネーショ
ンは１月24日のタイムカプセル開封式までとも
され、たくさんの人が足を運びました。
　２月１日から３月２日の開庁時間中には、肥
前市民センターロ
ビーでタイムカプ
セルの収蔵物展覧
会が開催されます。
ぜひ、ご来場くださ
い。� （12月21日）
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12
月
市
議
会

定
例
会
は
、12
月

１
日
か
ら
12
月

22
日
ま
で
22
日

間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で

可
決
さ
れ
た
平
成
29
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

問
財
政
課（
☎
７
２
︱
９
１
６
０
）

平成29年度
一般会計の予算規模

補正後の現計予算額
721億8,621万5千円

12月補正予算額
56億8,454万5千円

11月までの予算額
665億167万円

12月市議会
定例会から

新庁舎建設環境整備費
7,093万8千円

新庁舎建設のため、仮設駐車
場などの環境整備を進めま
す。

災害復旧費
1,350万円

豪雨などにより被災した農
地・農業用施設の復旧を行い
ます。

ふるさと寄附金推進費
27億9,331万3千円

寄附金の増加に伴い、返礼品な
どの経費を追加します。

国民健康保険特別会計繰出金
１億2,939万1千円

国民健康保険事業の財政基盤
の安定を図るため、国民健康保
険特別会計へ繰り出しを行い
ます。

新唐津市保健センター等整備費
５億9,506万4千円

旧唐津赤十字病院（二タ子）南病棟を
有効活用し、市民の健康増進を図るた
め、保健センターの移転及び歯科口腔
保健センターの新設に必要な整備を
行います。

響創のまちづくり基金積立金
２億円

モーターボート競走事業の収益金を
地域振興事業などの財源として、基金
に積み立てます。

新規
事業

新規
事業

申
請
し
ま
せ
ん
か
？
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、顔
写
真
付
き
の
カ
ー

ド
で
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
書
類
の
提
出

や
、さ
ま
ざ
ま
な
本
人
確
認
の
場
面
で
、身
分
証
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。初
め
て
申
請
す

る
場
合
の
交
付
手
数
料
は
無
料
で
す
。

申�

請
方
法　
通
知
カ
ー
ド
受
け
取
り
時
に
同
封
さ
れ
て
い
た
申
請
書
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、本
人
確
認
書
類
を
持
っ
て
、本
庁
市

民
課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課（
☎
７
２
︱
９
１
２
０
）

項　目 区 分 件 数 金額(円) 用 語 解 説

弔　慰 今期分 19 289,200 市政関係者とその親族に対す
る香典・供花などの経費累計 34 569,780

見　舞 今期分 0 0 市政関係者の病気、災害など
に対する見舞金などの経費累計 0 0

御　祝 今期分 0 0 記念行事、式典、祝賀会などに
関するお祝いなどの経費累計 0 0

賛　助
今期分 3 17,873 各種大会、新聞などの特別企

画などで公益性のあるものへ
の賛助累計 5 27,873

接　遇 今期分 5 34,125 来客、市政関係者との懇談、土
産、記念品などの経費累計 11 88,027

会　費 今期分 20 136,500 円滑な市政運営に関する会
議、会合、研修会への参加経費累計 69 353,000

その他 今期分 1 44,280
上記の区分以外の経費

累計 7 114,480

合　計 今期分 48 521,978
累計 126 1,153,160

市交際費を公表　問 秘書課（☎７２－９１１４）
　市交際費とは円滑な行政運営のため、市長が市を代表
して行う外部との交際に必要な経費です。
　今回は、平成29年10月から12月分を公表します。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん
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各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務
教
育
課

問
契
約
管
理
課

（
☎
７
２
︱
９
２
４
０
）

　
国
民
年
金
保
険
料
を
前

納
す
る
と
割
引
が
あ
り

ま
す

　
平
成
29
年
４
月
か
ら
、新
た
に

納
付
書
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
納
付
に
つ
い
て
も
割
引
額

の
大
き
な
２
年
前
納
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

　

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
前
納
を
希
望
す
る
人

は
、２
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構

　
唐
津
年
金
事
務
所

(

☎
７
２
︱
５
１
６
１)

　
保
険
年
金
課

(

☎
７
２
︱
９
１
２
１)

　
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　
市
民
福
祉
課

県
営
住
宅
入
居
予
備
者
募
集

募
集
団
地

　

�

西
唐
津・
和
多
田・
相
賀・
神

田・
中
の
瀬・
養
母
田・
上
神

田・
鏡・
御
見
馬
場・
山
本・
栄

町・新
和
多
田

申
込
書
配
付
期
間(

閉
庁
日
除
く
）

　
２
月
１
日(

木)

～
13
日(

火)

申
込
書
受
付
期
間(

閉
庁
日
除
く)

　
２
月
５
日(

月)

～
13
日(

火)

　
の
午
前
９
時
～
午
後
７
時

申
込
書
配
付・受
付
場
所

　
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　
川
原
建
設
㈱
唐
津
管
理
室

　
（�

二
タ
子
３
丁
目・
唐
津
総
合

庁
舎 

別
館
）

※
郵
送
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

問
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　
川
原
建
設
㈱
唐
津
管
理
室

（
☎
７
０
︱
１
５
５
７
）

平
成
30
・
31
年
度
小
規

模
工
事
等
契
約
希
望
者

の
登
録
受
付

　
市
で
は
、市
内
業
者
の
受
注
機

会
を
拡
大
す
る
こ
と
や
本
市
経

済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、小

規
模
な
建
設
工
事
や
修
繕
工
事

の
契
約
希
望
者
の
登
録
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

　
２
月
15
日（
木
）か
ら

　
３
月
14
日（
水
）ま
で

申
請
方
法

　

契
約
管
理
課
と
各
市
民
セ
ン

タ
ー
総
務
教
育
課
に
準
備
し
て

い
る
所
定
の
申
請
書
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。申
請
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

登
録
有
効
期
間

　
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で

※�

市
税
を
滞
納
し
て
い
る
業
者

は
登
録
で
き
な
い
な
ど
の
制

約
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
契
約
管
理
課
ま
た
は

平
成
30
年
度 

唐
津
市
奨
学
生
募
集

　
市
で
は
、高
校
や
大
学
に
進
学
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
た

め
、奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

問
学
校
支
援
課（
☎
５
３
︱
７
１
３
８
）か
各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務
教
育
課

　
も
し
く
は
在
学
し
て
い
る
学
校

高等学校など 大学など

対 象 者
高等学校、中等教育学校（後期課程に
限る）、高等専門学校、専修学校高等課
程のどれかに進学する人

大学、短期大学、専修学校専門課程のど
れかに進学する人

応 募 資 格

次のすべての項目に該当する人
◆進学する人かその保護者が唐津市に住民登録している人
◆�高等学校や大学などに進学する人か高等専門学校や短期大学から大学の第３学年
に編入する人

◆�学業、人物とも優秀で、経済的理由で修学困難と認められる人（日本学生支援機
構の基準を参考）

募 集 人 数 24人以内 25人以内

応 募 期 限 ２月23日（金）まで

貸 与 額
(無 利 子) 年額20万円 一括60万円

貸 与 期 間 高等学校などの最短修業年限 入学時か編入時１回限り

返 還 方 法 卒業の１年後から、毎月１万円を返還

そ の 他
・�奨学生に決定した場合、連帯保証人（保護者以外で、原則として市内に住所があり、
独立生計を営み、保証能力がある25歳以上の人）が１人必要です。詳しくはご相
談ください。

・奨学金の貸与は４月下旬以降の予定です。
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１
０
８
条
の
規
定
に
該
当
し

な
い
人

公
売
参
加
の
注
意
事
項

　
公
売
公
告
後
、公
売
を
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課（

☎
７
２
︱
９
１
８
８
）

平
成
30
年
度 

市
民
リ

ポ
ー
タ
ー
を
募
集

　

身
近
な
ま
ち
の
話
題
な
ど
を

取
材
し
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

報
か
ら
つ
に
記
事
を
寄
稿
す
る

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

活�

動
期
間　
４
月
１
日
か
ら
平
成

31
年
３
月
31
日
ま
で

応
募
期
限　
２
月
28
日（
水
）

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
市
政
広
報
課

（
☎
７
２
︱
９
１
８
９
）

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い  

第
５
期

か
ら
つ
自
立
支
援
プ
ラ

ン（
案
）に
つ
い
て

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
提
供
す
る
体
制
整
備
や
事
業

を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、平
成

30
年
度
か
ら
３
年
間
を
計
画
期

間
と
し
て「
第
５
期
か
ら
つ
自
立

支
援
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

計
画（
案
）の
公
表
場
所

◆
障
が
い
者
支
援
課（
り
ん
く
内
）

◆
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課

◆
湊・切
木・打
上
出
張
所

◆
市
立
図
書
館

◆
職
員
が
常
駐
し
て
い
る
公
民
館

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
人

　

市
内
在
住
の
人
、市
内
に
勤

務・
通
学
す
る
人
、市
内
に
事
務

所・事
業
所
が
あ
る
団
体

意
見
の
提
出
期
間

　
２
月
１
日（
木
）
～
28
日（
水
）

条
件
に
、一
定
期
間
家
賃
相
当
額

を
支
給
し
、就
労
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
す
。

◆
家
計
相
談
支
援

　

家
計
の
や
り
く
り
が
う
ま
く

い
か
ず
困
っ
て
い
る
人
へ
の
支

援
制
度
で
す
。家
計
が
崩
れ
た
原

因
や
再
生
の
可
能
性
を
分
析
し
、

家
計
の
改
善
や
適
切
な
管
理
を

す
る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

お
金
の
使
い
方
を
見
直
し
て
生

活
を
立
て
直
し
た
り
、支
援
計
画

を
つ
く
り
、家
計
管
理
を
継
続
し

て
支
援
し
ま
す
。

※�

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。対
象
は

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、相

談
は
無
料
で
す
。

問
唐
津
市
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
市
役
所
本
庁
舎
東
別
館
２
階
）

（
☎
５
８
︱
８
６
２
０
）

暮
ら
し
の
悩
み
な
ど
が

あ
れ
ば
生
活
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で

　
お
金
の
こ
と
、仕
事
の
こ
と
な

ど
で
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

唐
津
市
生
活
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、暮
ら
し
の
悩
み
や

困
っ
た
こ
と
な
ど
の
相
談
を
受

け
、相
談
者
の
生
活
の
自
立
に
向

け
て
継
続
し
た
支
援
を
行
い
ま

す
。

　

ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

主
な
支
援
内
容

◆
自
立
相
談
支
援

　
相
談
を
受
け
た
支
援
員
が
、ど

の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の
か

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。相
談
者
の

状
況
に
応
じ
た
支
援
プ
ラ
ン
を

作
成
し
、寄
り
添
い
な
が
ら
自
立

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
住
居
確
保
給
付
金

　

失
業
な
ど
に
よ
っ
て
住
居
を

失
っ
た
り
、そ
の
お
そ
れ
が
あ
り

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
に
対
し
、

就
職
活
動
を
行
う
こ
と
な
ど
を

意
見
の
提
出
方
法

　

氏
名
、住
所
、電
話
番
号
な
ど

を
記
入
し
て
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
障
が
い
者
支
援
課

（
☎
７
２
︱
９
１
５
０
）

（
FAX
７
４
︱
５
６
２
８
）

不
動
産
を
公
売
し
ま
す
！

　
市
税
の
滞
納
処
分
の
た
め
、差

し
押
さ
え
た
不
動
産
を
入
札
に

よ
り
公
売
し
ま
す
。売
却
代
金
は

滞
納
市
税
に
充
当
し
ま
す
。

公
売
不
動
産　
土
地

　
所
在
：
神
田
字
カ
ケ
ハ
シ

　
地
番
：
３
２
９
５
番
９

　
地
目
：
宅
地

　
地
積
：
３
２
８
．６
６
㎡

公
売
日
時

　
２
月
27
日（
火
）午
前
10
時
30
分

公
売
会
場

　
唐
津
市
役
所
第
４
会
議
室（
３
階
）

公
売
方
法

　
入
札

公
売
参
加
資
格

　

�

国
税
徴
収
法
第
92
条
及
び
第
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２
月
１
日
か
ら
利
用
で

き
ま
す

唐
津
市
陸
上
競
技
場

　

平
成
29
年
７
月
か
ら
行
っ
て

き
た
、唐
津
市
陸
上
競
技
場
の

大
規
模
改
修
工
事
が
１
月
31
日

（
水
）で
終
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
、ス
ポ
ー
ツ
振
興

く
じ
（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）
助
成
金
を
活

用
し
た
も
の
で
、400
ｍ
ト
ラ
ッ

ク
、跳
躍
助
走
路
、投
て
き
助
走

路
の
舗
装
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
１
日（
木
）か
ら
利
用
可

能
と
な
り
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
７
２
︱
９
２
３
７
）

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
は

問
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
（
☎
０
９
５
２
︱
６
４
︱
８
４
７
６
）

健
康
診
査
は
２
月
28
日
ま

で
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症

化
を
予
防
す
る
た
め
健
康
診
査

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
健
康
保
険
か
後
期
高
齢

者
医
療
の
加
入
者
は
、年
に
１
回

無
料
で
健
康
診
査
を
受
診
で
き

ま
す
。平
成
29
年
度
の
健
診
は
２

月
28
日（
水
）ま
で
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診
査

◆
対
象
者

　

唐
津
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
人
（
年
度
内
に
40
歳
に
な

る
人
を
含
み
ま
す
）

※�

人
間
ド
ッ
ク・
脳
ド
ッ
ク
の
助

成
を
受
け
た
人
は
、特
定
健
診

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

◆
受
診
方
法

　

対
象
に
な
る
人
に
は
特
定
健

診（
無
料
）受
診
券（
黄
色
）を
送

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
お
知
ら
せ
を
郵
送

　

現
在
服
用
し
て
い
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医

薬
品
）
に
切
り
替
え
た
場
合
の
、

薬
代
の
自
己
負
担
額
を
試
算
し

た
通
知
は
が
き
を
１
月
末
に
郵

送
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　
最
初
に
作
ら
れ
た
薬（
先
発
医

薬
品
）の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販

売
さ
れ
る
薬
で
す
。先
発
医
薬
品

と
同
等
の
有
効
成
分・
効
能・
効

果
を
も
つ
薬
で
す
が
、ま
っ
た
く

同
一
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

送
付
対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
か
後
期
高
齢

者
医
療
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
場
合
に
、自
己
負
担
額
が

一
定
額
以
上
軽
減
さ
れ
る
人

※�

必
ず
全
員
に
届
く
と
は
限
り

ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は

問
保
険
年
金
課

（
☎
７
２
︱
９
１
２
３
）

就
学
援
助
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、学
用
品
な
ど
を
購
入

す
る
費
用
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
唐
津
市
に
住
民
票
が
あ
り
、市

内
の
小・
中
学
校
に
通
う
お
子
さ

ん
が
い
る
世
帯
で
、生
活
に
困
窮

し
て
い
る
世
帯（
生
活
保
護
世
帯

と
同
程
度
）

援
助
の
内
容

◆�

新
入
学
学
用
品
費（
新
１
年
生

の
み
）

◆
学
用
品
費

◆
給
食
費

◆�

医
療
費（
学
校
保
健
安
全
法
に

規
定
さ
れ
て
い
る
病
気
の
み
）

◆
修
学
旅
行
費

◆
校
外
活
動
費

◆�

学
校
安
全・
災
害
共
済
給
付
掛

金
問
学
校
支
援
課

（
☎
５
３
︱
７
１
３
８
）

　
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　
総
務
教
育
課
や
各
小・中
学
校

付
し
て
い
ま
す
。指
定
の
病
院
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査

◆
受
診
ま
で
の
流
れ

①�

対
象
者
に
は
昨
年
の
４
月
に

受
診
券
と
問
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。今
年
度
の
途
中
で

75
歳
に
な
っ
た
人
に
は
、誕
生

月
の
２
か
月
後
に
送
付
し
て

い
ま
す
。

※�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入

所
し
て
い
る
人
な
ど
、受
診
で

き
な
い
人
も
い
ま
す
。

※�

紛
失
し
た
人
に
は
再
発
行
し

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②�

病
院
に
受
診
日
を
予
約
し
、問

診
票
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

受
診
券
、問
診
票
、保
険
証
を

持
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
は
後
日
病
院
か
ら

通
知
さ
れ
ま
す
。

問
保
険
年
金
課

（
☎
７
２
︱
９
１
２
３
）
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唐津焼企画展
「冬の日の器展～あったか鍋を囲んで一杯♪～」
西ノ門館　☎75-3667
　市内４窯元による器展です。寒さが身に染みる
冬の季節には温かい料理がおいしくなります。そ
んな料理に合う器を楽しみませんか。
と　き　２月10日(土)～25日(日)　9：00～17：00
ところ　西ノ門館
入場料　無料

第127回 からつ塾
「現代絵画は何を描こうとするのか」
唐津ビジネスカレッジ　☎77-1771
　「不可視の世界をイメージ化する」ことの意味を
具体例を挙げながら話します。哲学から現代絵画
の意味を探る講義です。
講　師　永

なが

井
い

晋
しん

さん(東洋大学教授・哲学専攻)
と　き　２月24日(土)　15：00～17：00
と�ころ　唐津ビジネスカレッジ(JR東唐津駅北側
徒歩１分)

参加料　1,000円(学生500円)
※事前申し込み不要

平成29年度 K
キ ン ト

into市民美術祭
近代図書館　☎72-3467
◆第26回 唐松地区高等学校合同美術作品展
内�　容　唐津・東松浦地区の高等学校美術部員の
作品(絵画・デザイン・スケッチなど)

と　き　２月４日(日)～10日(土)
　　　　10：00～18：00
　　　　※入場は17：30まで、10日は16：00まで
ところ　近代図書館美術ホール
入場料　無料
※２月５日(月)と７日(水)
　は休館です。

◆�第９回 佐賀県特別支援学校高等部ふれあい美術
作品展

内�　容　県内の特別支援学校高等部生徒の美術作
品(絵画・デザインなど)

と　き　２月18日(日)～25日(日)
　　　　10：00～18：00
　　　　※入場は17：30まで、25日は15：00まで
ところ　近代図書館美術ホール
入場料　無料
※２月19日(月)は休館です。

近代唐津の芸術文化講演会
唐津城　☎72-5697
テ�ーマ　「外から見た唐津の近世・近代の美術」
　近世から近代へ―唐津焼の美術―
講�　師　家

いえ

田
だ

淳
じゅん

一
いち

さん(佐賀県立九州陶磁文化館
副館長)

と　き　３月３日(土)　14：00～
ところ　相知交流文化センター研修室
入場料　無料

唐津城絵画コンクール
「お城の絵を描こう!!」作品展
唐津城　☎72-5697
　昨年８月から12月にかけて作品を募集した絵画
コンクールの受賞作品を展示します。
と　き　３月31日(土)まで
　　　　9：00～17：00
　　　　※入場は16：40まで
ところ　唐津城天守閣４階と階段
　ギャラリー
入場料　一般500円、小・中学生
　250円

２月の唐津市民文化祭イベント
文化振興課　☎53-7129
第17回 太鼓・民舞フェスタ
と　き　２月11日(日・祝)　13：30～15：30
ところ　唐津市民会館大ホール
入場料　無料
※文化団体への新規加入者を随時募集しています。

京都フィルハーモニー室内合奏団公演
早春コンサート
肥前市民センター産業課　☎53-7145
と　き　２月９日(金)　18：00開場　18：30開演
ところ　肥前文化会館ハーモニー
入場料　大人(高校生以上)1,000円、小・中学生300円
入場券販売所　肥前市民センター産業課、肥前公民館
※詳しくはお問い合わせください。

第43回 九州公演日本フィルin kyusyu2018
唐津日本フィルの会　☎080-3909-1155
と　き　２月17日(土)　15：15開場　16：00開演
ところ　唐津市民会館大ホール
入�場料　Ｓ指定席6,500円、Ａ指定席6,000円、Ｂ
指定席5,500円、大人自由席5,000円、学生自由
席(高校生以下)2,500円

入場券販売所　事務局や唐津市民会館など
※未就学児の入場不可、託児所有(事前要予約)
※詳しくはお問い合わせください。

最優秀賞「唐津城天守閣、花木等」▲
肥前中学校１年　井

いの
上
うえ
清
きよ
孝
たか
さん

昨年の様子▶

昨年の様子▶
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唐津のひいな遊び ～まつらの姫達の宴～
実行委員会事務局（古代の森会館）　☎77-0510

駅長おすすめのJR九州ウォーキング
JR唐津駅　☎72-5801

　JR唐津駅をスタートし、旧大島邸や埋
うずめ

門ノ館など、
ひいな遊びを楽しむウォーキングイベントです。
と　き　２月25日(日)
スタート　JR唐津駅(受付9：00～12：00)
ゴール　JR唐津駅(受付15：00まで)
参加料　無料

第58回 唐津10マイルロードレース大会
スポーツ振興課　☎72-9237
　日本全国からトップクラスの実業団や学生ラン
ナーが集い、虹の松原を走り抜けます。沿道からの
温かい応援をお願いします。
と　き　２月11日(日・祝)
コース　唐津市陸上競技場～浜玉町浜崎
　選手が通過する際は、コース沿線の交通を一部
規制します。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。

第27回 波戸岬クロスカントリー大会
鎮西市民センター産業課　☎53-7155
　小学生以上を対象に開催します。家族で参加でき
るファミリーコース(小学生以下も参加可)もあり
ます。また、同じ会場で鎮西町産業祭を開催します。
　詳しくはお問い合わせください。
と　き　３月18日(日)　受付8：45～
ところ　波戸岬野外ステージ周辺
参�加料　小・中学生300円、高校生600円、大人
1,000円、ファミリー１組1,000円

申�込先　２月19日(月)までに大会事務局（〒847-
0322 唐津市鎮西町打上2571-3 スポーツセンター
内波戸岬クロスカントリー大会事務局）に郵便小為
替で郵送するか直接窓口に申し込んでください。

　※郵送の場合当日消印有効

　市内５会場で「唐津の江戸をさがそう」をテーマ
に、おひな様展を開催します。期間中、各会場では、
展示と併せて音楽演奏などいろいろな催しを開催
します。
と　き　２月24日(土)～３月11日(日)
◆オープニング式典
と　き　２月24日(土)　10：00～
ところ　古代の森会館
　本

ほん

多
だ

康
やす

二
じ

さん(熊本県天草市学芸員)を講師に「天
草土人形と唐津」というテーマで講演会を行います。
◆古代の森会館(鏡会場)　☎77-0510
・天草土人形とまつらの姫達展
・花とおひな様展
・おひな様と手造り作品展　など
◆旧大島邸(城内会場)　☎73-0423
・大島家が所有したお雛

ひな

様の展示（明治維新150年
記念）

・九州最古(江戸初期、中期、明治)の寛永雛・享保雛
の展示

・山内家の御殿雛(安政５年「紫
し

宸
しん

殿
でん

」を模した御
殿雛)の展示

・コーラスしおさい　など
※�大島家が所有したお雛様の展示と九州最古の寛
永雛・享保雛の展示以外についての問い合わせ
は唐津街道遊宝会(☎73-0423)にお願いします。

◆埋
うずめ

門ノ館(城内会場)　☎75-1810
・唐津に伝わる江戸時代のおひな様展示
・幼稚園児の作品展
・創作花コーナー・呈茶コーナー　など
◆旧唐津銀行(大手口会場)　☎70-1717
・「夢復興 唐津銀行」～アートなひなまつり～
・三

み

浦
うら

美
み

代
よ

子
こ

「和布の世界」
・旧家に伝わる江戸時代のお雛様と雛道具の展示
・エレクトーンと琴のコラボ演奏会　など
◆鯨組主中尾家屋敷(呼子会場)　☎82-0309
・小川島に伝わるおきあげ雛の展示
・箱雛や鯨の玩具の展示　など
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毎日、うがい・手洗いをこころがけましょうトライ・ザ・しゅわ

③�手を洗うように右手と左
手を前後に擦りあわせる

手洗い

②�コップを持つように右手
を軽く握り、うがいをし
ているしぐさをする

うがい

①�両手の人差し指の指先を向
かいあわせて、同時に下から
上へと2回程度回転させる

毎日

④�胸の前で相手側に向けた
左手の甲を右手のひらで
クルンとなでる

こころがけましょう

◆糖尿病教室（３月分）
と　き　３月７日(水)、14日(水)、22日(木)、28日(水)
　　　　15：00～16：00
　　　　※14日(食事療法)は11：00～13：00
　　　　　希望者は実食もできます（１食300円）
ところ　唐津赤十字病院　　受講料　無料
※電話で申し込んでください。
問 唐津赤十字病院　☎72-5111

◆ほほえみサロン(がん患者・家族サロン)
内　容　ここが知りたい！
　　　　～治療中の味覚とお口のケアについて～
と　き　３月14日(水)　13：00～14：30
ところ　唐津赤十字病院
対　象　がん患者、がん患者の家族� 参加料　無料
※事前申し込みは不要です。
問 唐津赤十字病院がん相談支援センター　☎74-9135

参加しませんか

歯科 休日当番医 診療時間  午前９時～正午

2月

4日 (日) 北城内ひろこ歯科クリニック ☎58-8413 北城内

11日 (日・祝) 藤井歯科医院 ☎58-8675 西唐津2丁目

12日 (月・休) たけべ歯科医院 ☎58-9775 和多田先石

18日 (日) おき歯科医院 ☎77-3603 原

25日 (日) 松尾しげき歯科医院 ☎74-4745 町田5丁目

3月 4日 (日) 市原歯科医院 ☎73-7888 二タ子2丁目

当番医は予告なく変更される場合があります。
受診前に確認してください。受診時は健康保険証をお持ちください。
問 保健医療課（☎72-9270）

休日などの救急医療体制

※小児科は平成29年４月から唐津赤十字病院内（和多田）に変わりました。
自分で症状の判断がつかない場合や緊急時の問い合わせは
唐津市消防本部 救急医療情報案内（☎７３ｰ００４３）まで

献血車がやってきます

２月28日(水)
唐津市役所(西城内)

9：30～15：30

２月

問 佐賀県赤十字血液センター
（☎0952-32-1011）

初期の救急医療はまずはかかりつけ医で受診しましょう
かかりつけ医が不在のときは…

休日（日曜・祝日・振替休日）
午前９時～午後９時

※午前中の受付は午前11時30分まで
　午後の診療は午後１時から

内科・外科
唐津救急医療センター
(千代田町 ☎75-5199)

平日 午後８時～翌午前６時
土曜日 午後６時～翌午前６時
日曜・祝日・振替休日 午前９時～翌午前６時

小児科
地域連携小児救急センター
(唐津赤十字病院内 ☎75-2110)
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近代図書館
新興町　☎72-3467
　近代図書館4階子どもコー
ナーでは「まつぼっくり」などが
読み聞かせをします。
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　2/3・10・17・24� 14：00～14：30
◆小学生向け読み聞かせ
　2/3・10� 14：30～15：00
ブックスタートなど
◆0歳児向けブックスタート
　2/14･28�受付10：30～12：00
◆0歳児向けぴよぴよおはなし会
　2/14･28� 11：00～11：20
相知図書館
相知町相知　☎62-4194
　相知お話会｢虹のぽけっと｣な
どが読み聞かせをします。
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　2/3・17� 14：00～14：30
　相知図書館児童室
唐津幼稚園
西城内　☎72-3438
◆�唐津幼稚園で遊ぼう会「白く
まちゃん」�おひな様を作ろう
　2/20� 10：00～
認定こども園ひぜんこども園
肥前町入野　☎51-6662
◆節分・豆まき会 など
　�毎週月～金曜日(2/12除く)、
2/17� 10：00～15：00

殿の浦愛児園
呼子町殿ノ浦　☎82-2932
◆節分・豆まき会に参加する など
　�毎週火･水･木曜日(2/1除く)、
2/2� 10：00～15：00

呼子保育園
呼子町呼子　☎82-3926
◆豆まきをしよう。 など
　毎週火･水･金曜日、2/1
� 9：30～15：30

認定こども園昭和幼稚園・なかよ
し保育園　北城内　☎72-4380
◆リメイク缶作り など
　2/1・8・14・21・22・27・28
� 10：00～15：00

町田保育園子育て支援センター
町田3丁目　☎0120-192-168
◆みんなで踊ろう♪鬼のパンツ など
　�毎週月～土曜日(2/3・10・12・
22除く)� 9：00～14：00

双葉保育園
浜玉町浜崎　☎56-8385
◆チョッキンできるかな？ など
　2/6･13･20・21・27
� 10：00～11：30

なごや保育園
鎮西町名護屋　☎82-1129
◆親子製作「お面と升を作ろう」 など
　(場所：大久保コミュニティセンター)
　毎週火･水･金曜日� 10：00～15：00

山本保育園
山本　☎78-0156
◆鬼のお面をつくろう など
　(場所：山本西隣保館)
　毎週月･水･金曜日(2/12除く)、
　2/13� 10：00～15：00

認定こども園呼子中央こども園
呼子町呼子　☎82-3333
◆�同じ年齢の子と一緒にあそぼう など
　�毎週水･金曜日(2/23・28除く)、
2/22・27� 10：30～

認定こども園リョーユー幼稚園
和多田　☎74-7500
◆�ピヨピヨランド（豆まき） など
　2/1･2･6･8･13・22・23
� 10：30～11：30

唐津市子育て支援情報センター
東城内　☎72-2288
◆�プレママ期の食事作り～授か
りたいと思った頃から～ など

　2/3・7� 10：00～12：00
平原保育園
浜玉町平原　☎56-6529
◆保育園児と一緒に遊ぼう
　毎週水曜日� 10：00～11：00
認定こども園相知エルアンこど
も園　相知町中山　☎51-8029
◆すっきりデー など
　2/2･9･14･21･26・28
� 9：00～14：00
北波多第二保育園
北波多田中　☎64-2710
◆豆まきをしよう など
　2/2･6･13・20� 10：00～11：00
認定こども園すみれ幼稚園・
虹の森保育園　鏡　☎74-0660

◆ハーブ石
せっ

鹸
けん

を作ろう など
　2/6･8･9・13・14・16・20・23
� 10：00～12：00
認定こども園唐津ルーテル
こども園　坊主町　☎72-2518
◆�こひつじ(0歳児)てぶくろであ
そぼう など

　2/21・22� 9：00～14：00
認定こども園唐津カトリッ
ク幼稚園　山下町　☎72-2755
◆節分…鬼退治ごっこ など
　2/1･9･13･22・27� 10：30～11：15

各施設では、下記行事以外にも週３日から６日「子育て親子の交流の
場」を提供しています。専任スタッフが常駐し、子育て相談も受け付
けています。日時など詳しくは、各施設にお問い合わせください。
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人権相談
人権・同和対策課　☎72-9125
または各市民センター市民福祉課
２月
１日
(木)

9：00～12：00
七山公民館
10：00～15：00
人権ふれあいセンター北波多

２日
(金)

13：00～16：00
鎮西市民センター２階会議室

７日
(水)

13：00～16：00
本庁２階審査会室

13日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)
呼子公民館

14日
(水)

13：00～16：00
人権ふれあいセンター唐津

20日
(火)

9：00～12：00
厳木市民センター１階会議室
相知市民センター別館第２会議室
肥前市民センター101号会議室

３月
１日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

創業・経営相談(要予約)
商工ブランド課　☎72-9141
と　き　毎週金曜日、２月11日(日・祝)
　　　　14：00～18：00
　　　　２月16日は21：00まで
ところ　市民交流プラザ(大手口
　�センタービル「O

オ ー テ

tte」３階)小
会議室

児童総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7181
　児童の虐待、不登校、ひきこも
りなど、子育ての悩みについて
相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
こころの相談(要予約)
唐津市保健センター　☎75-5161
　仕事、育児、家庭、健康などの
相談に、臨床心理士が応じます。
と　き
　２月 ８日(木)� 14：00～16：00
　２月16日(金)� 9：30～12：00
と�ころ　唐津市保健センター
（千代田町）

無料法律相談(要予約)
市民相談室　☎72-9122
または各市民センター市民福祉課
　金銭や土地・建物、交通事故、
相続、夫婦・親子関係などの相談
２月
２日
(金)

10：00～12：00
浜玉市民センター１階相談室

７日
(水)

10：00～12：00
北波多公民館

８日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

９日
(金)

10：00～12：00
呼子市民センター１階会議室

15日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

20日
(火)

10：00～12：00
相知市民センター１階相談室

22日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

３月
６日
(火)

10：00～12：00
肥前市民センター101号会議室

【予約受付開始日】
本　庁　相談希望日の前週の金曜日から
各市民センター　相談希望日の１週間前から
土地建物の無料相談会
佐賀県宅地建物取引業協会唐津支
部　☎73-4486
　借地･借家などの契約や苦情
についてご相談ください。
と　き　２月15日(木)　
　　　　13：30～16：00
ところ　市民交流プラザ(大手口
　�センタービル「O

オ ー テ

tte」３階)小
会議室２

消費生活相談
消費生活センター　☎73-0999
と　き　閉庁日を除く毎日 
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階市民相談室
女性・母子・父子総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7180
　女性や母子･父子家庭の生活上
の悩みについて相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課

行政相談
総務課　☎72-9113
２月
１日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

７日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩の家

13日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)
呼子公民館
13：00～16：00
鎮西市民センター２階会議室

20日
(火)

9：00～12：00
厳木市民センター１階会議室
相知市民センター別館第３会議室

21日
(水)

10：00～15：00
本庁議会棟第４委員会室

３月
１日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

からだとこころの無料相談
唐津保健福祉事務所　☎73-4185
場所/大名小路
●エイズ相談
　毎週火曜日� 9：00～11：00
　２月20日(火)� 9：00～11：00
� 17：00～19：00
●骨髄提供希望者登録受付(要予約）
　毎週木曜日� 9：00～11：00
●肝炎ウィルス検査(要予約）
　２月20日(火)� 15：00～19：00
●精神保健福祉相談(要予約）
　毎週水曜日� 13：30～16：00
●難病相談
　平日随時実施� 8：30～17：15
●療育発達相談(要予約）
　２月７日(水)� 14：00～14：30
●不妊相談(要予約)
　平日随時実施� 8：30～17：15

唐津地区保護司会の相談受付
唐津地区更生保護サポートセン
ター　☎74-3626
　身近にある犯罪や非行で困っ
ている人からの相談を受け付け
ています。
受付時間　平日9：00～16：00
日曜相談会
　２月４日、３月４日� 9:00～16:00
と�ころ　唐津地区更生保護サ
ポートセンター(栄町)

0120-747-570
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薬の飲み残しに注意
（一社）佐賀県薬剤師会
☎0952-23-8931
後期高齢者医療加入者は
後期高齢者医療広域連合
☎0952-64-8476

　飲み残した薬（残薬）をそのま
まにしておくと、古い薬を間違っ
て飲んでしまう原因になります。
また、勝手な判断で薬を飲むと思
わぬ副作用を引き起こすことが
あります。残薬が必要か処分した
方がよいかは「かかりつけ薬剤
師・薬局」に確認してください。薬
局には無料の「おくすり整理そう
だんバッグ」も用意されています
のでご利用ください。
　薬は正しく服用することで本
来の治療効果が期待できます。

K
キ ー プ

eep p
パ イ ン

ine p
プ ロ ジ ェ ク ト

roject
～虹の松原クリーン大作戦～
NPO法人唐津環境防災推進機構
K

か ん ね
ANNE　☎80-7060

　白砂青松の虹の松原を目指し
て一緒に活動しませんか。
内　容　枝拾い、松葉かき、草ぬき
と　き　３月４日(日)
　　　　9：00～10：30
　　　　※小雨決行
ところ　東の浜海浜公園付近
参加料　無料
持�ってくるもの　帽子、飲みも
の、タオルなど

※�作業しやすい服装(長袖・長ズ
ボン)で来てください。

※�中止の場合は７時に判断し、
KANNEのホームページでお
知らせします。

救命講習会を開催します
消防本部警防課
☎72-4146(代表)　FAX74-0119

内�　容　応急手当の重要性／心
肺そ生法・AEDの使用法／異
物除去法／止血法／効果確認

と　き　３月11日(日)
　　　　9:30～12:30
ところ　唐津市消防署（ニタ子３丁目）
定　員　30人(先着順)
受講料　無料
申込期限　３月８日(木)
申�込方法　申込書に必要事項を
記入し、電子メール、ファクス、
郵送もしくは窓口に直接提出
してください。申込書は市ホー
ムページに掲載しています。ま
た、消防署、各分署にもご用意
しています。

※詳しくはお問い合わせください。

特別名勝虹の松原植樹祭
虹の松原室（観光課）
☎72-9127

　同日開催のK
キ ー プ

eep p
パ イ ン

ine p
プ ロ ジ ェ ク ト

roject
～虹の松原クリーン大作戦～の
後、引き続き行います。
内　容　松の植樹　約1,200本
と　き　３月４日(日)
　　　　11：00～12：00
　　　　※小雨決行
ところ　�東唐津（虹の松原内駐車

場跡地）
※�駐車は、唐津ロイヤルホテル横
駐車場をご利用ください。

参加料　無料
※�作業しやすい服装(長袖・長ズ
ボン・軍手)で来てください。

※�中止の場合は唐津市のホーム
ページでお知らせします。

第12回 環境防災ネットワーク
博覧会～かんねまつり～開催
NPO法人唐津環境防災推進機構
K

か ん ね
ANNE　☎80-7060

　NPO、関係団体、企業、行政な
どが協働・連携し、子どもたちを
対象に、環境や防災についての
さまざまな展示や体験を通して
｢環境保全｣ ｢地球温暖化防止対
策｣ ｢防災・減災｣ について学び、
意識を高め、行動につなげてい
くことを目的としています。
　昨年、九州北部豪雨が発生した
ため、水害にもスポットをあてま
す。
と　き　２月18日(日)
　　　　10:00～15:00
ところ　ふるさと会館アルピノ

平成30年度 ゆめさが大学・
大学院唐津校学生募集
ゆめさが大学事務局公益財団
法人佐賀県長寿社会振興財団
☎0952-31-4165

受講期間と開校日
◆�大学基礎課程は２年間で平成
30年４月～平成32年３月

　（年間30日）
◆�大学院は１年間で平成30年４
月～平成31年３月（年間30日）

ところ　高齢者ふれあい会館りふれ
応募資格　おおむね60歳以上の人
募集人員　大学基礎課程50人
　大学院50人
※�大学院はゆめさが大学・佐賀県
高齢者大学卒業生に限ります。

入学金　10,285円
※大学院の入学金は不要
受講料　年額36,000円
申込期限　３月16日(金)
※詳しくはお問い合わせください。

ＩＣＴ ×「変えていくチカラ」× 地域密着
ＩＣＴ（インフォメーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー）

を活用し、地域活性化を目指します！

㈱ロイヤルソリューション　☎77-2111 唐津市鏡4512-1
事務員募集中※パソコンできる方※　090-2507-2111までご連絡ください
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感電事故に注意
九州電力㈱唐津営業所
☎0120-986-301

　電線付近で凧
たこ

揚げをしたり、
電柱や鉄塔にのぼるなどの行為
は感電の恐れがあるため、大変
危険です。
　もし、凧などが電線にひっか
かった場合、自分で取るのでは
なく、お近くの九州電力に連絡
してください。

DV防止啓発セミナー
「DVが子どもに与える影響」
の参加者募集
男女共同参画室　☎72-9239

　配偶者やパートナーなど親密
な間柄にある（あった）男女間で
起こる暴力＝DV（ドメスティッ
ク・バイオレンス）が、子どもの
成長に与える影響などについて
理解を深めます。
と　き　２月21日（水）
　　　　14:00～16:00
ところ　市民交流プラザ会議室
参加費　無料
対象者　どなたでも
講�　師　高

たか

木
ぎ

里
さと

美
み

さん（NPO法
人福岡ジェンダー研究所）

申�込 方 法　電話、ファクス、Ｅ
メールで男女共同参画室に申
し込んでください。

一�時保育　６か月～就学前ま
で。２月５日（月）までに予約が
必要です。

0-100（ゼロヒャク）地域の
輪イベント
0-100地域の輪実行委員会
☎090-9576-0958（担当：中島）
　0-100地域の輪イベントでは、
地域の０歳も100歳もみんなで
つながろう！を合言葉に、【互助】
をテーマにした暮らしの展示や
ステージ講演、市民参加による合
唱などの交流を行います。
と　き　３月18日（日）
　　　　11:00～16:00
ところ　浜玉公民館社会体育館
入場料　無料

肥前で「唐津市長と話場集会
（話ばしゅうかい！）」開催
市政広報課　☎72-9189
　話場集会は、市長が主要施策や
市政情報をお話しし、皆さんから
の生の声をお聞きする対話集会
です。市内各地を巡回します。
と　き　２月27日(火)
　　　　19：00～　２時間程度
ところ　肥前市民センター
　　　　大会議室（３階）
申�し込みできる人　市内に在
住、または勤務する人

申�込方法　開催日の１週間前ま
でに市ホームページ、電話、市
政広報課か各市民センター総
務教育課の窓口で申し込んで
ください。

※�集会の様子を撮影し、市ホー
ムページなどで公表すること
があります。

平成29年度 ステップ講座
「食」で地域づくり！
コ ミ ュ ニ テ ィ ー が 広 が る
種！を開催
唐津市社会福祉協議会ボラン
ティアセンター　☎75-2290

　「食」をキーワードにしたボラ
ンティア活動の事例発表を行い
ます。地域づくり活動をしてい
る人や興味がある人はどなたで
も参加できます。
と　き　２月16日（金）
　　　　14:00～16:00
と�ころ　高齢者ふれあい会館
　りふれ りふれホール
内�　容　移動式喫茶、こども食
堂、食のサロン活動の事例発表

参加料　無料
申�込方法　２月９日（金）までに
電話でお申し込みください。

自衛官などを募集
自衛隊佐賀地方協力本部唐津出
張所　☎72-8697

募集種目 受験資格 受付期間
自 衛 官
候 補 生
(男 子)

18歳以上
27歳未満
の人

通年受付

予 備
自衛官補

【 一 般 】

18歳以上
34歳未満
の人

４月６日
（金）まで

予 備
自衛官補

【 技 能 】

18歳以上
で、各種国
家 免 許 資
格 な ど を
有する人

４月６日
（金）まで

※詳しくはお問い合わせください。

▲昨年度行われた講演会
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　（一財）日本モーターボート競走会では、1月4日（木）
から3月9日（金）まで第125期ボートレーサーの募集
を行っています。
　現在、全国で1,603人（うち女子は214人）のボート
レーサーが活躍しています。平均年収約1,600万円、平
均引退年齢51歳、平均勤続年数29年、未経験から目指
すことができるプロアスリートです。
　平成29年4月からは、養成訓練にかかる費用120万円

を無償化し、ボートレーサー志願
者への門戸を広げています。詳し
くは、（一財）日本モーターボー
ト競走会ホームページをご覧くだ
さい。
　水上の格闘技と言われる迫力満
点のボートレース。あなたもボー
トレーサーを目指してみませんか。

おき歯科医院おき歯科医院 唐津市原1392-5　TEL 77－3603

院内はバリアフリーですので

車椅子の方やベビーカーを利

用されている方もそのまま来

店できます。

　  診療時間 月 火 水 木 金 土 日･祝

9:00～13:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休

14:30～19:30 ○ ○ 休 ○ ○ 17時まで 休

ボートレーサーに
なるには？？

スマートフォン
サイト LINE@

モーニングレース「朝ドキ!からつ」実施中

● 毎週月曜日
● ７日(水)、11日(日・祝)

近代図書館（☎72-3467）
相知図書館（☎62-4194）

２月　図書館の休館日
◆市・県民税、固定資産税、国民健康保険税
　第９期納期限� ２月28日(水)
　口座振替日� ２月26日(月)
　夜間納税相談� ２月８日(木)
� 22日(木)
　※夜間納税相談は午後７時までです。
問 税務課(☎72-9188)
◆後期高齢者医療保険料
　第９期納期限� ２月28日(水)
　口座振替日� ２月26日(月)
問 保険年金課(☎72-9123)
◆介護保険料
　第９期納期限� ２月28日(水)
　口座振替日� ２月26日(月)
問 高齢者支援課(☎70-0101)

納付のお知らせ

と　　き　２月17日(土)　　　 受　付　9:00
スタート　10:00　　　　　　  終　了　16:00
集合場所　道の駅桃山天下市　 距　離　約11km
参 加 料　1,500円　　　　　  定　員　200人
※�コース上の波戸岬キャンプ場は改修工事のため通行
できません。迂回路を通ります。

九州オルレ唐津コース
「九州オルレフェア　スイーツオルレ」

問 (一社)唐津観光協会鎮西観光案内所(☎51-1052)

☆日曜日も証明などが受け取れます
時間　9：00〜12：00
取�扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録証明書の
交付/戸籍証明書の交付/戸籍届出受付/パスポー
トの交付/臨時運行許可証の交付

※�転入・転出などの届け出や印鑑登録・パスポート申請な
どはできません。

☆電話予約で時間外に受け取れます
予約受付	 月～金(祝・休日除く)	 8：30〜17：00
受取時間	 月～金(祝・休日除く)	 17：30〜20：00
	 土･祝・休日	 9：00〜12：00
受取場所	 予約した本庁･各市民センターの当直室
受�け取れる証明書　住民票の写し（本人か同一世帯
の人）、印鑑登録証明書（本人）

＊�住民票にマイナンバーや住民票コードの記載を希望す
る人は、予約時にお申し出ください。

問 市民課(☎72-9120)

市民課時間外窓口
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戦役のなかで新撰組の土
ひじ

方
かた

歳
とし

三
ぞう

から認められ、土方と
ともに、五

ご

稜
りょう

郭
かく

（現函館市）に残り、また、榎
えの

本
もと

武
たけ

揚
あき

を
総裁とする蝦

え

夷
ぞ

政権誕生の際には、土方直属の部下と
なりました。五稜郭陥落後、右仲が幽閉先の青森で書
いた「函館戦記」は土方歳三の最後を伝える貴重な資
料として小笠原長行の伝記本に残されています。
　その後明治政府に出仕し、但

た

馬
じま

豊
とよ

岡
おか

県（現兵庫県）の
権
けん

参
さん

事
じ

に任じられています。以後、長野・青森・秋田各
県の警察の要職なども歴任します。そして唐津に戻
り、東松浦郡長として唐津の近代化に貢献します。
　明治44年（1911）右仲は76歳の波乱の生涯を終え
ました。

問 生涯学習文化財課
（☎72-9171）

　大野右仲は天
てん

保
ぽう

７年（1836）唐津
で生まれました。安

あん

政
せい

３年（1856）
21歳で江戸に上り、小笠原長行の
世話で、儒学者古

こ

賀
が

謹
きん

堂
どう

（本名古
こ

賀
が

謹
きん

一
いち

郎
ろう

）、藤
ふじ

森
もり

恭
きょう

助
すけ

の門に入り、後に昌
しょう

平
へい

坂
ざか

学
がく

問
もん

所
じょ

で
勉学に励むことになります。
　また、この古賀謹堂の塾で多くの知人を得ることに
なります。この間も右仲は常に長行の側にいて、生麦
事件の賠償金支払い問題では、長行の支払いに反対
し、その説得のために推進派の水

みず

野
の

筑
ちく

後
ごの

守
かみ

忠
ただ

徳
のり

（元外
国奉行）暗殺を企てたほどでした。また、支払決定の独
断専行を罰せられ、幽閉となった長行を一人訪れ励ま
したのも右仲でした。以後、慶

けい

応
おう

４年から明治元年の
政変の嵐の中でも右仲は、常に長行と行動を共にし、
箱館からの脱出も画策したようです。
　長行に唐津藩士たちの今後を託された右仲は、奥州

「幕末維新唐津群像伝」(6)
小

お

笠
が さ

原
わ ら

長
な が

行
み ち

の側近：大
お お

野
の

右
う

仲
ちゅう

唐津今昔物語69

唐ワンくんの

編 集 後 記
―市報からつ編集室から―

◆�県外在住の友人が唐津に来たので食
事に行きました。お刺身を食べて「お
いしい！」と驚く友人。その姿を見
て「でしょ！」と嬉しくなる私。新
鮮でおいしい食べ物が唐津の魅力の
ひとつ。気づけば、夢中になって友
人に唐津を売り込んでいました。今
後も市報を通じて、唐津の魅力を伝
えていければと思います。(達）

◆�今月号の特集の取材で、２つの自主
サークルにおじゃましました。どち
らのサークルも参加されている皆さ
んはイキイキと笑顔で活動されてい
て、私も元気をもらいました。私が
年をとったとき、皆さんのように元
気に過ごすためにも、今のうちから
運動する習慣を身につけなくてはい
けないなと、鏡の中の正月太りした
姿を前にしみじみと思いました。（彩）

材料 （４人分）
なめこ １袋
大根 1/5本
三つ葉 ２本
豆腐 1/4丁
だし汁 650ml

うすくち醤
しょう
油
ゆ

小さじ４
酒 小さじ２

水溶き片
かた
栗
くり
粉
こ

適量

作り方
大根はおろして軽く水気をきる。三つ葉は
洗って2㎝の長さに切る。豆腐は角切りす
る。なめこはさっと水で洗っておく。

鍋にだし汁、うすくち醤
しょう
油
ゆ
、酒を加えてひと

煮立ちさせ、豆腐、なめこを加える。

水溶き片
かた
栗
くり
粉
こ
でとろみをつけ、おろした大

根を加えてひと煮立ちさせる。

器にもり、三つ葉を飾る。

1

2

3

４

１人分 約42kcal　塩分1.0g

食卓を彩るヘルシーレシピ　○54

みぞれ汁
　なめこのぬめりはムチンといわ
れる栄養素によるもので、たんぱ
く質の吸収を助ける働きがありま
す。ただし、なめこはあまり消化
がよくないため、消化を促してく
れる消化酵素を多く持つ大根など
と合わせてとると、効率よく栄養
を摂取することができます。

ひまわり鍼灸・整骨院
TEL/FAX：0955-77-2222　　〒847-0022　唐津市鏡新開100-1

12:00～14:00はお昼休みです。
日曜・祝日は休診、
月曜は午後のみの診療です。

　  受付時間 月 火 水 木 金 土 日
09:00～12:00 休 ○ ○ ○ ○ ○ 休
14:00～19:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
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特
集
番
組　
　
　
番
組
編
成
の
都
合
に
よ
り
放
送
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

１月29日
～２月４日

平成30年 唐津市成人式ダイジェスト
再放送 	 第８回　唐津市青少年意見発表大会

２月５日
～11日

作家　門井慶喜先生講演会
「�唐津が日本の近代を建てた－辰野金吾とその時代－」
講師：門井 慶喜さん（第158回直木賞作家）
再放送 	 平成30年 唐津市成人式ダイジェスト

２月12日
～18日

地域エネルギーと水素の利活用セミナー①
「�再生可能エネルギー及び水素社会の国の施

策と動向について」
「�再生可能エネルギー等を活用した地域エネ

ルギーシステムについて」
再放送 	 作家 門井慶喜先生講演会
　　　　  「�唐津が日本の近代を建てた－辰野金吾

とその時代－」

２月19日
～25日

地域エネルギーと水素の利活用セミナー②
「�ドイツ・シュタットベルケに学ぶ新しい地域

活性化モデル」
「今注目される地域新電力」

再放送 	 地域エネルギーと水素の利活用セミナー①

２月26日
～３月４日

唐津学教室
「唐津の歴史再考③古代から中世へ

－考古学から見た松浦の中世社会の成立－」
講師：田島 龍太さん（前 末盧館館長）
再放送 	 地域エネルギーと水素の利活用セミナー②

チャンネルからつ番組表（行政放送）
12チャンネルで放送中！ データ放送はリモコンdボタンを押してください
火災や大雨など災害のときはチャンネルからつでも情報をお届けしています

地上デジタル

問 市政広報課（☎72-9189）

◎�唐津市ニュースは、耳の不自由な人のため
に、文字テロップ付きで放送しています。

◎�土・日曜日、２月12日(月・休)は、１週間
の唐津市ニュースをまとめて放送します。

◎�都合により、番組と時間を変更して放送す
る場合があります。

今
月
の
番
組
表

時間 放送内容
お知らせ文字放送

5:30 唐津市ニュース

6:30 各課からのお知らせ

7:30 唐津市ニュース

8:30 各課からのお知らせ

9:30 前週の特集番組 再放送
番組名・内容は左表をご覧ください

11:30 各課からのお知らせ

12:30 唐津市ニュース

13:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

15:30 各課からのお知らせ

16:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

18:30 各課からのお知らせ

19:30 唐津市ニュース

20:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

22:30 唐津市ニュース

23:30 各課からのお知らせ

0:30 唐津市ニュース

1:30 前週の特集番組 再放送
番組名・内容は左表をご覧ください
終了後はお知らせ文字放送

　“見逃した特集番組”や“もう一度見てみたい特集番組”などは
ありませんか? 図書館では過去の特集番組
DVDを無料で貸し出しています。貸し出し
には図書館の利用者カードが必要です。
　詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ
近代図書館（☎72-3467）　相知図書館（☎62-4194）

過去の特集番組DVDを無料で貸し出しています

アイリス探偵社唐津事務所

佐賀県公安委員会届出済　第91160003号 相談無料（予約制）秘密厳守

唐津市鏡4512-1 鏡ビル（2Ｆ202） ☎77-3366
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がんばっています⑩

　平成20年に閉校した厳木小学校平之分校周辺の
活性化に取り組んでいる「平之分校活性化協議会」
の「平之漬け物加工グループ作礼」は、去年から
漬け物を作り、道の駅厳木などで販売しています。
　おじゃましたこの日、ぬかに漬けている干し大
根を取り出し、余分なぬかを取って真空パックに
し、ラベルを貼る出荷準備が行われました。
　平之地区の最年少、小学６年生の毛

もう

利
り

彩
あや

愛
な

さん
（写真左から３番目）も準備をお手伝い。「新しいこ
とを経験できることが楽しいです。また、地域の
方に優しくしてもらい、いろんなお話を聞かせて
もらうことも嬉しいです」と笑顔で話されました。
　代表の毛

もう

利
り

孝
たか

行
ゆき

さん（写真右から２番目）は「地
域で採れる野菜から作った漬け物を売り、喜んで
もらうことは自分たちの誇りになる。平之地区は

全29戸で人口は80人弱しかいません。今後、若
い人たちが増えることが理想ですが、すぐには難
しい。大切なことは、まず住人が楽しんで生活を
すること。そうすれば『いい地域だからおいでよ』
と自信を持って言える。減っていく人口になんと
か歯止めをかけたいです」と力強く話されました。

自転車・家具などを提供します　問 唐津市清掃センター（☎64-3106・3107）

　もったいないセンターで再生された自転車・家具などを抽せんで無償提
供します。
と　き　２月18日（日） 受付開始:午前９時 抽せん開始 :午前10時
ところ　もったいないセンター（北波多岸山・清掃センター内）
応�募資格　唐津市か玄海町に住んでいる18歳以上の人で、当日品物を持っ
て帰ることができる人

提供品　自転車　約80台　家具など　約40点
※�２月13日（火）～16日（金）の10：00～15：00まで事前に見学ができます。
※自転車については、引き取り後、安全点検や防犯登録を行ってください。

平
ひら

之
の

漬け物加工グループ作礼（厳木）

漬け物で喜んでもらうことが自分たちの誇りに

▲提供品の一部

こんにちは  唐津っこ♪  ２月生まれです！
　市報からつ４月号に掲載する唐
津っこ（４月生まれの未就学児）
の写真を募集しています。（先着３
件）締め切りは、３月１日（木）まで。
　お子さんの写真（9MB以内）と
①お子さんのお名前（ふりがな）
②年齢③生年月日④性別⑤お子さ
んへのメッセージ（30字以内）⑥
保護者の氏名、住所、電話番号を
下記メールアドレスに送信してく
ださい。

kouhou@city.karatsu.lg.jp
＊�原則、写真はお子さんが１人で

写り、頭全体が写ったもので、
応募から２か月以内に撮影した
加工前のもの

＊掲載できるのは、１人１回です。
問 市政広報課（☎72-9189）

佐
さ

々
さ

木
き

  悠
は る

斗
と

くん
（和多田本村）

(H28.2.14生  2歳)
誕生日おめでとう！人に
優しく、思いやりのある
子に育ってね！

滝
た き

本
も と

  樹
じ ゅ

里
り

ちゃん
（原）

(H27.2.18生  3歳)
穏やかで優しい樹里ちゃ
ん。お姉ちゃんといつま
でも仲良くしてね♥

藤
ふ じ

竹
た け

  杏
あ ん

莉
り

ちゃん
（東唐津4丁目）

（H27.2.18生  3歳）
プリンセスが大好きなあ
んり♡これからも可愛く
元気に大きくなってね！
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